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事業評価監視委員会

(平成２９年度 第６回)

事業評価対象事業の一覧表及び位置図



平成29年度 第6回　事業評価対象事業の一覧表

（再評価）

No. 事業種名

前回評価
年度

(新規採
択）

再評価
理由

今回
B/C

事業概要

1 河川事業
H２６

B/C省略
④ B/C算出

●概要　： 淀川水系河川整備計画に基づき、河道掘削等による流下能
力の向上や堤防の浸透・侵食に対する堤防強化により、洪水に対する
安全度の向上を図る。
●事業化年度　： 平成20年度
●全体事業費　： 7,811億円
●事業の進捗　： 45%
●今後の予定　： 事業の着実な進捗を図る

2 道路事業
Ｈ２６

B/C省略
④ B/C算出

●概要　： 一般国道９号の京都市右京区西院月双町から京都市西京
区御陵塚ノ越町までの一般国道９号の交通混雑の緩和及び交差点の
交通安全の確保を目的とした延長3.8㎞の道路。
●事業化年度　： 平成11年度
●全体事業費　： 321億円
●事業の進捗　： 約76％
●今後の予定　： 早期の開通を目指す。

Ｈ２８

B/C省略
⑥ B/C算出

●概要　：一般国道２６号の阪南市自然田から泉南郡岬町深日までの
交通混雑の緩和、交通安全の確保及び災害時の代替路の確保を目的
とした延長11.2㎞の道路。
●事業化年度　： 昭和６３年度（阪南市自然田～岬町淡輪）
　　　　　　　　　　　 平成１７年度（岬町淡輪～岬町深日）
●全体事業費　： 1,020億円
●事業の進捗　： 約91％
●今後の予定　： 早期の開通を目指す。

Ｈ２６

B/C算出
④ B/C算出

●概要　： 一般国道２６号の泉南郡岬町深日から和歌山市大谷までの
交通混雑の緩和、交通安全の確保及び災害時の代替路の確保を目的
とした延長7.2㎞の道路。
●事業化年度　： 平成１９年度
●全体事業費　： 463億円
●事業の進捗　： 約92％
●今後の予定　： 早期の開通を目指す。

［再評価理由］

①：事業採択後３年間が経過した時点で未着工の事業

②：事業採択後５年間が経過した時点で継続中の事業

③：準備・計画段階で３年間が経過している事業

④：再評価実施後３年間が経過している事業

⑤：社会情勢の急激な変化、技術革新等により再評価の実施の必要が生じた事業

⑥：道路事業・街路事業における一体評価を実施するため、再評価時期を前倒しする事業

（事後評価）

No. 事業種名 完了年度
事後評価

理由

1 道路事業 Ｈ２４
事業完了後

5年以内

2 道路事業 Ｈ２４
事業完了後

5年以内

3 道路事業 Ｈ２４
事業完了後

5年以内

事　業　名

一般国道１６１号
志賀バイパス

一般国道４８３号
和田山八鹿道路

一般国道２６号
和歌山北バイパス

事業概要

●概要　：一般国道１６１号の大津市北小松から大津市荒川の交通混雑の緩和
及び交通安全の確保を目的とした延長6.4㎞の道路。
●事業化年度　： 平成元年度
●完成供用　 　：平成24年度
●全体事業費　：548億円

●概要　： 一般国道４８３号の養父市八鹿町高柳から朝来市和田山町市御堂ま
での交通混雑の緩和、交通安全の確保及び救急医療への支援を目的とした延
長13.7㎞の道路。
●事業化年度　： 平成9年度
●完成供用　 　：平成24年度
●全体事業費　：645億円

●概要　：一般国道２６号の和歌山市大谷から和歌山市元寺町までの交通混雑
の緩和及び交通安全の確保を目的とした延長2.2㎞の道路。
●事業化年度　：昭和63年度
●完成供用　 　：平成24年度
●全体事業費　：470億円

一般国道９号
京都西立体交差

道路事業3

事　業　名

一般国道２６号
第二阪和国道

一般国道２６号
和歌山岬道路

淀川水系
直轄河川改修事業



事業評価対象事業の位置図

第二阪和国道
和歌山岬道路

京都西立体交差

和歌山北バイパス

赤字：再評価

志賀バイパス
和田山八鹿道路

青字：事後評価

淀川水系直轄河川改修事業


